
16
2023年1月
第 号

　このような社会状況ではありますが、2024年秋の当院開
設50周年に向けて、コロナ禍で中断していた病院施設の改
修工事を昨年秋から再開しました。2016年春に始まった一
連の改修工事もこれが最後となります。病院機能を維持しな
がらの長期間の工事となり、病院を利用される皆様方にご不
便をおかけしますことをお詫び申
し上げます。
　今年は卯年です。野を駆け回る
うさぎの如く、当院にとりまして
も、皆様方にとりましても、今年が
飛躍の年となりますことを切に願
いたいと思います。
　本年もより良い医療を提供す
べく努力して参りますので、これ
まで同様のご支援・ご協力をお願
い申し上げます。

　新年を迎え、皆様方はいかがお過ごしでしょうか。2020年
1月に国内で初めて報告された新型コロナウイルス感染症
は、変異株の出現により感染拡大を繰り返し、収束することな
く4年目の春を迎えました。ワクチン接種も回数を重ね、感染
者数に比して重症者・死亡者数は減少しましたが、連日多数
の感染者が報告されています。今後もウイズコロナの時代を
歩んでいかなければなりませんが、社会生活の制限は緩和さ
れ、コロナ前の生活を取り戻しつつあります。
　しかし、重症化しやすい高齢者や病弱者をお世話する医
療・介護の分野では、感染拡大を極力避けなければならず、安
全な療養環境を提供するため、今後も緊張感を維持しながら
日々の業務に当たりたいと思います。
また、昨年2月に始まったロシアのウクライナへの軍事侵攻

による社会不安やエネルギー危機、その後の記録的円安によ
る燃料費高騰と物価高が毎日の生活を直撃しています。新年に
なっても好転の見込みはなく、今後の不安が募るばかりです。

新年のご挨拶
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脳神経センター阿賀野病院

院 長 近藤  浩

患者さまの
作品

第２病棟の師長が交代となりましたので、
紹介いたします。

伊藤 亜希子杵淵 恵美子

杵淵師長の後任として第２病棟の師長を務めさせて頂く
ことになりました。
私は、当院に入職し18年目となります。これまで、神経難病
を患っている多くの患者様と関わり、学ばせて頂きました。
その経験から、私たち看護師の日々の観察や援助の積み重
ね、つまり看護の力が患者様の状態や生活の質に直結すると
実感しています。第２病棟では、意思の疎通が困難な方、多く
の介助を必要とされる方もいらっしゃいます。患者様に安心
して穏やかな入院生活を送って頂くためには、看護師が傾聴
し共感する心をもって接することが大切だと思います。確か
な技術、知識をもとに心が通う看護を提供できるよう努めて
まいります。また、スタッフ一人ひとりの個性を大切にし、
チームワークの向上を目指していきます。まだまだ至らぬ点
ばかりで、皆様にご迷惑をお掛けしていますが、今後もご指
導よろしくお願い致します。

この度、12月15日をもって脳神経センター阿賀野病院を
退職いたしました。
看護学校卒業後に入職し43年という長い間、皆様の温かい
ご支援とご協力のもと無事に退職の日を迎えることができ
ました。心より感謝とお礼を申し上げます。
平成10年に介護老人保健施設阿賀の庄への出向を命じら
れました。師長としての責任の重さを実感し、試行錯誤しな
がらも利用者様の笑顔に何度も救われたことを思い出しま
す。阿賀の庄で過ごした時間は私にとって大切な財産となり
ました。その後、平成19年から療養病棟の師長に就任し、今日
に至ります。難病患者様やご家族に接しながら、真摯に向き
合うことの大切さを改めて教えて頂きました。難病看護は看
護の原点であると確信しております。
私の看護師人生において「これでよし！」はありませんで
した。常に「看護」を模索しながら走り続けてきた様に思いま
す。微力な私ではありましたが、一緒に歩んでくださった皆
様に感謝の気持ちでいっぱいです。

師長交代のお知らせ

【院内研修】
　リハビリテーション科より、トランス
ファーボードの使用方法について学びま
した。
　「トランスファーボード」とは、ベッドと車
いすの間の隙間を埋めて、座ったままの状
態で移動できるように動作をサポートする
福祉用具です。これを使うことで、立ち上
がりが困難な方でも楽に移動できますし、
介助する側の腰痛防止にもなります。これ
からもリスク軽減、安全第一で介助できる
ように努めていきます。

よろしくありがとう



外来エリアと管理棟が新しくなります！2024年夏
　完成予定

　筋萎縮性側索硬化症(ALS)は、病名の通り全身
の筋肉が萎縮(=やせる)する病気です。原因は、筋
肉ではなく筋肉を支配する運動神経の減少により
起こります。障害される神経により、腕の筋肉の萎
縮、筋力低下で発症する方、足から発症する方な
ど、症状の出方は人それぞれです。この病気の大き
な問題点の一つは、病気の進行とともに呼吸に必
要な筋肉も萎縮するため、呼吸が出来なくなる事
です。病気の進行は人により様々ですが、概ね発症
から2～5年で呼吸不全となり、人工呼吸器を装着
しなければ呼吸停止に至ります。ALS患者では、呼
吸不全になった時に人工呼吸器を装着するか否か
という大きな選択に迫られます。本項では、私が経
験したALS患者をご紹介して、ALS患者の人工呼
吸器装着の難しさを感じていただければと思いま
す。

　患者さんは60歳代後半の男性、Aさんです。私
が以前勤務していた病院に通院されており、私が
赴任する前にAさんはすでにALSと診断されてい
ました。外来主治医とAさん、ご家族との間で、病気
の進行期の対応を相談されており、呼吸不全が進
行してきた時には、人工呼吸器は装着しないという
方針でした。Aさんが通院している病院に私が赴任
して早々に、呼吸状態が悪化したということで、救
急車で緊急搬送されてきました(この時主治医が
不在で、私が対応しました)。救急室で、人工呼吸器
の装着の意志について最終確認をすると、奥様が
「人工呼吸器を装着してほしい！」と訴えました。一
方、Aさんご自身は、人工呼吸器の装着については
首を横にふり、「NO！」の意志表示でした。事前の話
と異なっており、私は大変困ってしまいました。ゆっ
くり考えている余裕もなく、ここで人工呼吸器を装
着しなければ命がなくなってしまうため、最終的に
人工呼吸器を装着することにしました。
　私が本当に困ったのは、実はこの後からでした。
人工呼吸器を装着する前は、呼吸状態が悪化して
おり意識レベルも落ちていたのですが、人工呼吸
器を装着し呼吸状態が改善すると、意識レベルも
改善しました。意識は完全に清明になったものの、
患者さんは私に眼を合わせてくれなくなりました。
無表情となり、完全に心を閉ざしてしまいました。A

14 Part 4

ALS患者の人工呼吸器装着の判断は、とても難しいです
脳神経内科部長 橫関 明男

完 成 イ メ ー ジ

　2024年11月に開院50周年を迎えます。そのため、施設の老朽化が課題になっており、2016年の病棟建て直しから順次
改修工事を進めてまいりました。この度、一つの区切りとしまして、外来エリアと管理棟（医局や会議室、職員食堂など）に着
手する運びとなりました。進行状況により工事区域も変更となりますので、ご不便をおかけしますがご理解とご協力のほど、
宜しくお願い申し上げます。
　また、これに伴い、2022年9月14日に、「地鎮祭」を執り行いました。旦飯野神社の神主を招き、関係者一同、工事の安全を
祈願しました。

　改修工事に伴い、駐車場の一部が使
用できなくなっております。また、大型車
両の往来もありますので、十分ご注意く
ださい。
　ご不明な点がございましたら、受付・
事務までお問い合わせください。

さんにとって、私が人工呼吸器を装着したことは、
裏切り行為と捉えたのだと思います。私は、Aさん
の希望とは異なる行為をしてしまったわけですの
で、Aさんの反応は当然だと思いました。Aさんは、
医師、家族など信じられる人を完全に失ってしまっ
た訳です。これ以降、私は毎回重い足取りで、Aさ
んの病室に向かいました。天気、スポーツ、芸能な
ど、いろいろ話題を振って、閉ざした心を開いてく
れないかな？と試みましたが、全く開く気配はあり
ませんでした。完全に八方塞がりの状況で、Aさん
のご家族と今後の方針について相談したところ、
在宅で介護をしたいとご家族よりお話をいただき
ました。そこで、そのことをAさんに伝えると、人工
呼吸器装着後初めてAさんが「えっ！！」という、とて
もびっくりした表情をされました。その後分かった
ことですが、Aさんが人工呼吸器の装着を望まな
かったのは、人工呼吸器を装着すると自宅に帰るこ
とができないと思っていたからでした。Aさんが在
宅へ戻ることが決まってからは、病院スタッフ、訪
問看護ステーション、ご家族が一丸となりました。
訪問看護などの手配、緊急時の連絡体制の構築、
家族に吸引手技を身につけていただき、無事自宅
退院する日を迎えました。退院する日は、病院の救
急車に私も同乗し、自宅に伺いました。自宅に帰っ
たAさんは、とてもうれしそうでした。この病院で
は、訪問診療も実施していたため、私が訪問診療を
行うことになりました。訪問のたびに、在宅での出
来事を私に伝えるのがAさんは楽しみにしている
ようであり、時間の許す限りお話を伺いました。最
終的には、私の次の医師にバトンタッチしたため、
Aさんが最終的にどのようになったのかは分かり
ませんが、年齢から考えておそらく天国に旅立った
ものと思います。
　今回人工呼吸器を装着しなかったら、私は大き
な過ちを犯すところでした。病気の治療の選択の
際、ご本人の意志が最優先されるべきです。その決
定の際には、患者さんやご家族が方針を決定する
ために、すべての事実を知る必要があり、その上で
患者さん、ご家族が後悔のない選択をしていただ
きたいです。

工事の案内【お願い】

管理棟外観 外来待合ホール
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まで同様のご支援・ご協力をお願
い申し上げます。

　新年を迎え、皆様方はいかがお過ごしでしょうか。2020年
1月に国内で初めて報告された新型コロナウイルス感染症
は、変異株の出現により感染拡大を繰り返し、収束することな
く4年目の春を迎えました。ワクチン接種も回数を重ね、感染
者数に比して重症者・死亡者数は減少しましたが、連日多数
の感染者が報告されています。今後もウイズコロナの時代を
歩んでいかなければなりませんが、社会生活の制限は緩和さ
れ、コロナ前の生活を取り戻しつつあります。
　しかし、重症化しやすい高齢者や病弱者をお世話する医
療・介護の分野では、感染拡大を極力避けなければならず、安
全な療養環境を提供するため、今後も緊張感を維持しながら
日々の業務に当たりたいと思います。
また、昨年2月に始まったロシアのウクライナへの軍事侵攻

による社会不安やエネルギー危機、その後の記録的円安によ
る燃料費高騰と物価高が毎日の生活を直撃しています。新年に
なっても好転の見込みはなく、今後の不安が募るばかりです。

新年のご挨拶
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脳神経センター阿賀野病院

院 長 近藤  浩

患者さまの
作品

第２病棟の師長が交代となりましたので、
紹介いたします。

伊藤 亜希子杵淵 恵美子

杵淵師長の後任として第２病棟の師長を務めさせて頂く
ことになりました。
私は、当院に入職し18年目となります。これまで、神経難病
を患っている多くの患者様と関わり、学ばせて頂きました。
その経験から、私たち看護師の日々の観察や援助の積み重
ね、つまり看護の力が患者様の状態や生活の質に直結すると
実感しています。第２病棟では、意思の疎通が困難な方、多く
の介助を必要とされる方もいらっしゃいます。患者様に安心
して穏やかな入院生活を送って頂くためには、看護師が傾聴
し共感する心をもって接することが大切だと思います。確か
な技術、知識をもとに心が通う看護を提供できるよう努めて
まいります。また、スタッフ一人ひとりの個性を大切にし、
チームワークの向上を目指していきます。まだまだ至らぬ点
ばかりで、皆様にご迷惑をお掛けしていますが、今後もご指
導よろしくお願い致します。

この度、12月15日をもって脳神経センター阿賀野病院を
退職いたしました。
看護学校卒業後に入職し43年という長い間、皆様の温かい
ご支援とご協力のもと無事に退職の日を迎えることができ
ました。心より感謝とお礼を申し上げます。
平成10年に介護老人保健施設阿賀の庄への出向を命じら
れました。師長としての責任の重さを実感し、試行錯誤しな
がらも利用者様の笑顔に何度も救われたことを思い出しま
す。阿賀の庄で過ごした時間は私にとって大切な財産となり
ました。その後、平成19年から療養病棟の師長に就任し、今日
に至ります。難病患者様やご家族に接しながら、真摯に向き
合うことの大切さを改めて教えて頂きました。難病看護は看
護の原点であると確信しております。
私の看護師人生において「これでよし！」はありませんで
した。常に「看護」を模索しながら走り続けてきた様に思いま
す。微力な私ではありましたが、一緒に歩んでくださった皆
様に感謝の気持ちでいっぱいです。

師長交代のお知らせ

【院内研修】
　リハビリテーション科より、トランス
ファーボードの使用方法について学びま
した。
　「トランスファーボード」とは、ベッドと車
いすの間の隙間を埋めて、座ったままの状
態で移動できるように動作をサポートする
福祉用具です。これを使うことで、立ち上
がりが困難な方でも楽に移動できますし、
介助する側の腰痛防止にもなります。これ
からもリスク軽減、安全第一で介助できる
ように努めていきます。

よろしくありがとう
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